
ボランティアツーリズムをいかすための

地域プラットフォーム
ソーシャルな設計・構築・マネジメント

領域サロン 第２回（１月２３日）「ボランティアツーリズムの可能性と課題」

日時：2012年1月23(月)17：00～19：00

場所：K's五番町ビル ２階セミナー室

敷田麻実(北海道大学観光学高等研究センター)



発表の内容

震災支援などでボランティアツーリズムが普及

しかし、受け入れと参加者の課題整理や解決がな
いままに期待だけが先行

その理由は、社会変革を目指す双方向ツールであ
るボランティアツーリズムのシステムの未完

そこで、そのアーキテクチャを「ソーシャルな」設
計・構築・マネジメントの視点から提案する



維持不可能
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ボランティアツーリズムへの期待

社会的課題と個人的課題の同時解決

創造的解決(社会変革)の可能性

地域での知識やノウハウの移転・再生

ツーリズムで交流可能性を拡大

(ツアーで行う利点)

「観光による社会参加」が可能

地域での滞在時間の長期化

CO2削減にも寄与



個人的課題(都市)と地域的課題(地域)
の同時存在

地域住民の

地域資源保全
地域的課題
解決志向

都市住民の

自己開発
個人的課題解決

志向

ボランティア
ツーリズム

敷田麻実(2011)「ボランティア・ツーリズムで地域づくりを支える仕掛け」『新たな地域と都市の連携による地域活性化の実現を！-ボランテイアツー
リズムによる箱根・小田原・足柄地域の活性化の可能性を探る』発表資料を参考にして作成



ボランティアツーリズムでは
両側に資源の存在がある

地域住民の

地域づくり意欲
と

はたらきかけや
改善が必要な
地域資源

都市住民の

自己開発志向・
社会貢献意欲

と
労働力・ノウハウ

という資源

都市側から

見ると

地域側から

見ると

ボランティア
ツーリズム

• 双方による一方的資源利用になる可能性がある
• 直接的な資源化を促進する可能性がある
• 調整機能が働きにくい

敷田麻実(2011)「ボランティア・ツーリズムで地域づくりを支える仕掛け」『新たな地域と都市の連携による地域活性化の実現を！-ボランテイアツー
リズムによる箱根・小田原・足柄地域の活性化の可能性を探る』発表資料を参考にして作成



ボランティアツーリズムの持つ課題

都市と地域のニーズの調整

◦ 性質の異なるニーズ・課題・資源の調整

都市住民が地域に参加する際の「正当性」

◦ 資源利用の問題がつきまとう

ノウハウや知識の移転と共有

◦ 創造的な解決プロセスの実現可能性問題

解決プロセスを繰り返す必要

◦ 地域の課題解決には一定期間かかる

◦ ボランティアの参加は一過性が基本



ボランティアツーリズムのための
地域プラットフォームの提案
多対多のマネジメント

ボランティアツーリズム
のための

プラットフォーム

• 不動産取引と同じしくみ
• 資源に直接にアクセスさせないしくみ

はたらきかけや
改善が必要な
地域資源

都市住民の

自己開発志向・
社会貢献意欲と
労働力・
ノウハウ
という資源



プラットフォームとは何か

これまで「ハードウエア」として使われていたも
のが「プラットフォーム」と呼ばれるようになった、
「特定の内容を形にする技術」

浜野保樹（2003）「表現のビジネス」,東京大学出版会,322p.から引用

「基盤」や「土台」という意味を持つ

複数のアクターが参加し、コミュニケーションや
交流することで、相互に影響し合って何らかのも
のや価値を生み出す場やしくみ

敷田麻実・森重昌之・中村壯一郎(印刷中)「中間システムの役割を
持つ地域プラットフォームの必要性とその構造分析」『(北海道大学)
国際広報メディア・観光ジャーナル』, 14. より



解決のためのプラットフォームの役割

多対多の交渉コスト・取引コストの調整

参加リスクを下げる(＝信用保証)

共通のツールの提示

(用語、交流作法、規範など)

資源管理機能

(モニタリング・保全・活用)

偶然の出会い機会の創出

コミュニティ(内部と外部の関係性)構築



個人と社会の課題解決のための
変換装置というボランティアツーリズム

地域

はたらきかけ
や

改善が必要な
地域資源

ボランティア
ツーリスト

労働力・
ノウハウ
という資源

社会的課題化

【共感】

自己開発投資

地域的課題化

社会的投資

【共感】

ボランティア
ツーリズム
のための

中間システム

地域側の交流コミュニティ 地域外の交流コミュニティ

上記の「中間システム」を含むモデルは、敷田麻実・木野聡子・森重昌之（2009）「観光地域ガバナンスにおける関係性モデルと中間シ
ステムの分析－北海道浜中町・霧多布湿原トラストの事例から－」,『地域政策研究』,（7）,pp. 65-72pから転載し一部改変し作成した.

地域側 都市側



社会的課題化

自己開発投資

地域的課題化

社会的投資

交流コミュニティの再設計

ボランティア
ツーリズム

協働交流
コミュニティ

ボランティア
ツーリスト

労働力・
ノウハウ
という資源

地域

はたらきかけ
や

改善が必要な
地域資源

地域の
交流コミュニティ

消費者同士の
交流コミュニティ

地域によるコントロール 地域外のコントロール



中間システムに期待される役割
効率のアップとダウンの同時実現

システムによる資源利用効率の向上

◦ 持続可能なボランティアツーリズムの実現

◦ 資源利用の正当性の付与、リスク削減

交流による資源利用の効率コントロール

◦ 「交流抜きの交換」の抑止による資源利用抑制

◦ 相互理解の促進

システムからの副産物の豊潤化

◦ 意図しない成果を地域と参加者に還元

◦ CO2削減効果



まとめ CO2削減への示唆

ボランティアツーリズムで課題変換可能

◦ 地域的課題(地域づくり)を社会的課題(CO2削減)へ変換

◦ 個人的自己開発投資を社会的投資に変換

都市と地域(両方)に交流コミュニティが必要

◦ プラットフォームと考えることもできる

中間システムで課題変換と投資の調整が必要

◦ 資源と利用者の間にある資源管理のしくみが必要
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